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（注）１ 共同で作成する場合は、すべての計画主体を掲げるとともに、代表となる計画主体

には（代表）と記入する。 
２ 被害防止計画の作成に当たっては、別添留意事項を参照の上、記入等すること。 
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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 ニホンジカ・イノシシ・ニホンザル・ツキノワグマ 

ハクビシン・カラス・その他 
計画期間 令和５年度～令和７年度 
対象地域 豊丘村全域 

（注）１ 計画期間は、３年程度とする。 
   ２ 対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画作成する全ての市町村名を

記入する。 
 
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 
（１）被害の現状（令和 3 年度） 

鳥獣の種類 

被害の現状 

品 目 
被害数値 

面積(ha) 金額(千円) 

ニホンジカ 水稲、果樹、ヒノキ 66.5ha 5,618 千円 

イノシシ 水稲、果樹、野菜 0.1ha 156 千円 

ニホンザル 果樹 被害微小 被害微小 

ツキノワグマ 果樹、ヒノキ 10.0ha 760 千円 

ハクビシン 野菜、果樹 0.0ha 133 千円 

カラス 水稲、果樹、野菜 30.5ha 1,905 千円 

計  107.1ha 8,572 千円 

その他 水稲、果樹 1.1ha 2,200 千円 

合計  108.2ha 10,772 千円 

（注） 主な鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、水

産業に係る被害を除く。）等を記入する。 

    ※その他にも記入し、管内全体被害数値を合計で示すこと。 

    ※県に定期報告した数値と整合させること。 

 
（２）被害の傾向 

豊丘村における有害鳥獣対策事業は、昭和61年度に『豊丘村有害鳥獣駆除対

策協議会』を発足させ、農林業被害の防除と有害鳥獣駆除対策の推進及び里山

の生活環境整備に努めている。又、野生鳥獣による農作物の被害防止のため、

その駆除及び防止の手段として、平成6年度より『豊丘村有害鳥獣駆除対策事業

補助金交付要綱』を設け農地及び農作物保全の支援に取り組んでいる。しかし

ながら、平成12年度から急激に増加し、山間地帯の水田や果樹（梅、柿、りん

ご）等の農作物に少なからぬ被害を及ぼしている。このことから、農家の担い

手不足と就農者の高齢化等も伴い、農地の遊休・荒廃化に拍車を掛け、山間地

域及び中段地域における農家の生産意欲の減退を招いているのが現状である。 



○ニホンジカ 

ニホンジカ被害は造林木の枝葉の食害、樹幹部の剥皮害及び果樹の食害、水稲 
の踏み荒し等の農林業被害があり、最近は村の特産物である松茸の被害も確認

されるようになった。平成１２年よりその数は大幅に増えている。 

○イノシシ 

イノシシ被害は水稲や野菜の踏み荒らしや、いも類の食害等の農業被害が主

であり、林業被害はタケノコ等の食害と村の特産である松茸への被害が増加し

ている。平成１２年よりその数は大幅に増えている。 

○ニホンザル 

ニホンザル被害は果樹食害される農業被害が主であるが、近年村内に生息す

るサルだけでなく、隣接する他町村からの侵入が目立ち追い払いの実施が必要

となってきている。 

○ツキノワグマ 

ツキノワグマ被害は果樹、養蜂に対する農業被害、造林木が剥皮される林業

被害があり、特に平成１８年度より林業に対する被害が急激に増加しており深

刻な問題となっている。 

○ハクビシン 

ハクビシンの被害は、基本的には果樹、野菜、穀類の食害である。全村的に

被害があり住宅内まで出没しており、広い範囲での被害が発生している。 

○カラス 

カラスの被害は、基本的には果樹、穀類の食害である。近年その数が急激に

増え深刻化してきている。地域からカラス檻の設置などカラス対策へ請願書が

村議会に提出されるなど、被害額は野生鳥獣被害の最大のものとなっている。 

○ヒヨドリ・ムクドリ・その他鳥類 

ヒヨドリ・ムクドリ他の被害は、基本的には果樹の食害である。村の主要品目

である果樹に対しての被害であるため対策が必要視されている。 

 
（注）１ 近年の被害の傾向（生息状況、被害の発生時期、被害の発生場所、被害

地域の増減傾向等）等について記入する。 
   ２ 被害状況がわかるようなデータ及び地図等があれば添付する。 
 
（３）被害の軽減目標 

指標 
現状値（令和 3 年度） 目標値（令和 7 年度） 

被害面積(ha) 金額（千円） 被害面積(ha) 金額（千円） 

ニホンジカ 66.5ha 5,618 千円 60.0ha 4,600 千円 

イノシシ 0.1ha   156 千円 0.1ha 130 千円 

ニホンザル 被害微小  被害微小 被害微小 被害微小 

ツキノワグマ 10.0ha   760 千円 8.0ha 600 千円 

ハクビシン 0.0ha   133 千円 0.0ha 100 千円 



カラス 30,5ha 1,905 千円 25.0ha 1,700 千円 

計 107.1ha 8,572 千円 93.1ha 7.130 千円 

（注）１ ２（１）で示した主な鳥獣について、被害金額、被害面積等の現状値 
及び計画期間の最終年度における目標値を記入する。 

    ２ 複数の指標を目標として設定することも可能。 
     
 
（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に関

する取組 
猟友会を中心に罠・銃器による

個体数調整を実施してきた。 
高齢化により、猟友会員が減少

している。 

防護柵の設

置等に関す

る取組 

防護柵・網などの侵入防止柵の

設置に補助をすることにより推

進してきた。 

防護柵の内側に残った有害獣が

薄く広く被害を広げている。 

生息環境管

理その他の

取組 

未収穫農産物等の早期処理の

啓発を進めてきた。 
放任果樹が残っている。 

（注）１ 計画対象地域における、直近３ヶ年程度に講じた被害防止対策と課題に

ついて記入する。 
   ２ 「捕獲等に関する取組」については、捕獲体制の整備、捕獲機材の導入、

捕獲鳥獣の処理方法等について記入する。 
   ３ 「防護柵の設置等に関する取組」については、侵入防止柵の設置・管理、

緩衝帯の設置、追上げ・追払い活動、放任果樹の除去等について記入する。 
４ 「生息環境管理その他の取組」については、緩衝帯の設置、放任果樹の

除去、鳥獣の習性、被害防止技術等に関する普及等について記入する。 

 
（５）今後の取組方針 



鳥獣被害防止のため「防除」と「被害原因の除去」を実施する。  

「防除」  

・ 猟友会が、捕獲機材で捕獲を実施する。  

・ 集落や地域に対し、防護柵の設置を支援する。  

「原因の除去」  

・ 鳥獣を寄せ付けない環境にするため、耕作放棄地や里山の適切な管理、未収

穫農産物等の早期処理を啓発する。  

・ 農業者への鳥獣被害対策の知識を普及し、被害を受けにくい栽培の実践を推

進する。 

（注） 被害の現状、従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、被害軽減目標を達

成するために必要な被害防止対策の取組方針について記入する。 
（ICT(情報通信技術)機器や GIS（地理情報システム）の活用等、対策の推進

に資する技術の活用を含む） 

 
３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 
（１）対象鳥獣の捕獲体制 
・既存の体制（猟友会への委託）により捕獲を継続する。 

平成２３年度に「豊丘村鳥獣被害対策実施隊」を設置済み。 

 平成２３年度から毎年、当該年の対象鳥獣捕獲員を任命。 

 当該年の捕獲従事者安全講習受講済みの者を対象鳥獣捕獲員に任命する。 

 必要に応じて、農林業関係者等による、わなの見回り、連絡等のサポートを実施

し、対象鳥獣捕獲員の身体的負担軽減を図る。 

 

・大型獣を捕獲する際、ライフル銃使用が必要となる場合がある。 

 現地の状況により、捕獲実績向上のため、射程距離が長く命中精度が高いライ

フル銃を使用する必要がある。 

 このため銃所持者の熟練者を中心にライフル銃使用可能者を育成し、捕獲体制

の強化を図る。 

 
（注）１ 鳥獣被害対策実施隊のうち対象鳥獣捕獲員の指名又は任命、狩猟者団体

への委託、わなの見回り補助等による捕獲者のサポート等による対象鳥獣

の捕獲体制を記入するとともに、捕獲に関わる者のそれぞれの取組内容や

役割について記入する。 

   ２ 対象鳥獣捕獲員を指名又は任命する場合は、その構成等が分かる資料が

あれば添付する。 

   ３ 捕獲等を推進する上で、被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事

している者にライフル銃を所持させる必要がある場合には、そのことにつ

いて記入する。 

 



（２）その他捕獲に関する取組 
年度 対象鳥獣 取組内容 

５ 

ニホンジカ 
イノシシ 
ニホンザル 
ツキノワグマ 
カラス 

・ 捕獲檻等の捕獲機材を導入して貸与する。 

・ 新規狩猟者確保に向けて呼びかける。 

・ 有害鳥獣捕獲を推進し、猟友会員により捕獲体制を

強化する。 

６ 
 

〃 
 

 
〃 

 

７ 
 

〃 
 

 
〃 

 
（注） 捕獲機材の導入、鳥獣を捕獲する担い手の育成・確保等について記入する。 
 
（３）対象鳥獣の捕獲計画 
 捕獲計画数等の設定の考え方 

ニホンジカ、イノシシ、ニホンザル、ツキノワグマについては、第二種特定鳥獣

保護管理計画に基づくとともに、現状に則した捕獲計画、対応とする。カラスにつ

いては、被害状況等に応じた捕獲計画とする。 
（注） 近年の対象鳥獣の捕獲実績、生息状況等を踏まえ、捕獲計画数等の設定の

考え方について記入する。 
 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ニホンジカ ３００頭 ３００頭 ３００頭 

イノシシ １００頭 １００頭 １００頭 

ニホンザル 必要数 必要数 必要数 

ツキノワグマ 必要数 必要数 必要数 

カラス ５０羽 ５０羽 ５０羽 

（注） 対象鳥獣の捕獲計画数、個体数密度等を記入する。 
 
 
 
 



 捕獲等の取組内容 

・ イノシシ、ニホンジカについては、銃及び罠・檻での捕獲を全地域において年

間通じた捕獲を行う。 

・ ツキノワグマについては、被害に応じて、または人家付近での目撃情報など

止むを得ない場合のみ捕獲を行う。 

・ ニホンザルについては、追い払いを主体に実施するが、被害に応じて止むを得

ない場合のみ捕獲を行う。 

・ カラスについては、銃での捕獲を被害地域において被害時期を中心とした捕獲

を行う。 

（注）１ わな等の捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について記入

する。 
   ２ 捕獲等の実施予定場所を記した図面等を作成している場合は添付する。 
 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

・大型獣を捕獲する際、ライフル銃使用が必要となる場合がある。 

 現地の状況により、捕獲効果向上のため、射程距離が長く命中精度が高いライ

フル銃を使用する必要がある。 

 このため銃所持者の熟練者を中心にライフル銃使用可能者を育成し、捕獲体制

の強化を図る。 

・人材育成のため、各市町村と連携して、ライフル銃安全射撃訓練施設環境整備

に取り組む。 

・ライフル銃による有害鳥獣捕獲実施時期は、落葉期（晩秋から冬期）を基本と 

し、原則として隊員による巻き狩り方式で実施する。実施に当たっては安全確

保を最優先とする。 

（注） 被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者にライフル銃を

所持させて捕獲等を行う場合には、その必要性及び当該被害防止計画に基づ

く対象鳥獣の捕獲等に従事している者による捕獲手段、捕獲の実施予定時

期、捕獲予定場所等について記入する。 

 
（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

豊丘村全域 ニホンジカ 

（注）１ 都道府県知事から市町村長に対する有害鳥獣捕獲等の許可権限の委譲を

希望する場合は、捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣の種類を記入す

る（鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する

法律（平成 19 年法律第 134 号。以下「法」という。）第４条第３項）。 



   ２ 対象地域については、複数市町村が捕獲許可権限の委譲を希望する場合

は、該当する全ての市町村名を記入する。 
 
４．防護柵の設置等に関する事項 
（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ニホンジカ 
イノシシ 
ニホンザル 

 
電気柵 ３００m 

 

 
電気柵 ３００m 

 

 
電気柵 ３００m 

 

（注）１ 設置する柵の種類、設置規模等について記入する。 
   ２ 侵入防止柵の設置予定場所を記した図面等を作成している場合は添付す

る。 
 
（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
整備内容 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ニホンジカ 
イノシシ 
ニホンザル 

電気柵更新  
２００ｍ 

電気柵更新 
２００ｍ 

電気柵更新 
２００ｍ 

（注）侵入防止柵の管理、追上げ・追払い活動等に関する取組等について記載す

る。 

 
５. 生活環境管理その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

５ 

ニホンジカ 
イノシシ 
ニホンザル 
ツキノワグマ 
カラス 
 

・ 農林業従事者等を対象に鳥獣被害防止に関する研

修会を開催するなど、鳥獣被害防止のための知識

の習得に努める。 

・ 遊休農地や里山の適切な管理、作物残渣や未収穫

農産物を農地に放置しないよう啓発する。 

・ 侵入防止柵の管理の周知徹底 

６ 〃 〃 

７ 〃 〃 

（注） 緩衝帯の設置、里地里山の整備、放任果樹の除去、被害防止に関する知識

の普及等について記入する。 



６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそ

れがある場合の対処に関する事項 
（１）関係機関等の役割 
関係機関等の名称 役割 

豊丘村 

・ 地域住民への注意喚起 

・ 周辺パトロール、緊急情報メール配信、防災無線

放送の実施 

・ 住民の避難誘導 

・ 通学路等が近くにある場合には教育委員会へ連

絡し、児童生徒の安全確保に努める。 

・ 猟友会、警察への捕獲依頼 

・ 関係機関への連絡 

 

南信州地域振興局林務課 ・ 有害鳥獣捕獲許可の迅速な対応を図る 

・ 関係機関への連絡 

飯田警察署 ・ 周辺パトロールの実施 

・ 猟友会等と連携し鳥獣の捕獲 

猟友会豊丘支部 ・ 警察等と連携し鳥獣の捕獲 

（注）１ 関係機関等には、都道府県、警察、市町村、鳥獣被害対策実施隊、猟友

会等の名称を記入する。 
   ２ 役割欄には、緊急時又は平常時において、各関係機関等が果たすべき役

割を記入する。 
   ３ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じ

るおそれがある場合の対処に関して、規程等を作成している場合は添付す

る。 
 
（２）緊急時の連絡体制 
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南信州地域振興局 

林務課 

捕獲 

許可 

注意喚起 

情報発信 

パトロール 

小学校 

保育所 



（注） 緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により記入

する。 
 
７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

自家消費を基本とし、困難な場合は捕獲現場で埋設する。  

肉、皮等の有効活用を推進し、残さについては、適切に現場での埋設を行う。ま

た、鳥獣の保護管理に関する学術研究への利用についても、県等とも連絡を取り合

い、有効に利用されるような方向性を取る。 

（注） 適切な処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、捕獲等をした鳥

獣の処理方法について記入する。 
 
８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その他有

効な利用に関する事項 

 （１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 令和２年度から、鳥獣被害対策実施隊員が、

自身で経営する民宿の敷地内に加工処理施設

を開設し、ニホンジカを中心に、食肉として自

身が経営する民宿、または村内の道の駅等で販

売している。 
年間処理頭数６０頭を目標とする。 

ペットフード  肉だけでなく、多様な部位のペットフード

としての活用方法を研究・検討する。 

皮革  クラフト製品やオブジェとしての利用を検

討する。 

その他 

（油脂、骨製品、角製品、

動物園等でのと体給餌、学

術研究等） 

鳥獣の保護管理に関する学術研究への利用

について、県等と連絡を取り合い、有効活用

のための取り組みついて検討する。 

  （注）利用方法ごとに、現状及び目標を記入する。 

 

（２）処理加工施設の取組 

令和２年度から、鳥獣被害対策実施隊員が、自身で経営する民宿の敷地内に

加工処理施設を開設し、ニホンジカを中心に食肉として自身が経営する民宿ま

たは村内の道の駅等で販売している。 

（注）処理加工施設を整備する場合は、年間処理計画頭数、運営体制、食品等と

して安全性の確保に関する取組等について記入する。 

 

 

 



（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 加工処理施設への搬入量を増加させるため、搬入までの衛生管理の知識を

持った鳥獣被害対策実施隊員の育成を行う。 

（注）処理加工に携わる者の資質の向上や、捕獲から搬入までの衛生管理の知識

を有する者の育成の取組等について記入する。 
 
 
９．被害防止施策の実施体制に関する事項 
（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 豊丘村有害鳥獣駆除対策協議会 

 構成機関の名称  役   割 

豊丘村役場産業振興課 会の総括、取りまとめ等 

みなみ信州農協 被害関係の取りまとめ等 

豊丘村区長会 被害地域の現状の把握等 

豊丘村農業委員会 農業被害の実情の把握、農業関係の意見等 

猟友会豊丘支部 猟友会の実情や、捕獲従事者の確保等 

鳥獣保護員 適正な鳥獣保護の推進等 

豊丘村有害鳥獣捕獲班 有害鳥獣の駆除捕獲の実施 

（注）１ 関係機関等で構成する協議会を設置している場合は、その名称を記入す

るとともに、構成機関欄には、当該協議会を構成する関係機関等の名称を

記入する。 
   ２ 役割欄には、各構成機関等が果たすべき役割を記入する。 
 
（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

南信州野生鳥獣被害対策チーム 適切な被害防除策の指導、協力 

南信州野生鳥獣保護管理対策協

議会 

各市町村等の連携及び広域的な被害対策等の

連絡調整 

南信森林管理署 国有林野の被害情報の提供及び協力 

飯伊森林組合 山林所有者の植栽被害軽減の対策及び協力 

（注）１ 関係機関欄には、協議会の構成機関以外の関係機関等の名称を記入する。 
   ２ 役割欄には、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。 
   ３ 協議会及びその他の関係機関からなる連携体制が分かる体制図等があれ

ば添付する。 
 
 
 
 



（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 
平成２３年度に「豊丘村鳥獣被害対策実施隊」を設置。 

実施隊は、豊丘村役場産業振興課職員及び飯伊連合猟友会豊丘支部会員で編成され

ており、捕獲作業及び情報収集、防護柵の設置指導その他被害防止の作業等を実施

している。 
隊員数：30 名 

（注）１ 被害状況を勘案し、鳥獣被害対策実施隊を設置する必要があると認める

場合は、その設置に関して設置に向けた基本的な方針や検討の状況設置予

定時期等について記入する。 
   ２ 鳥獣被害対策実施隊を設置している場合は、鳥獣被害対策実施隊が行

う補遺害防止施策、その規模、構成、農林漁業者や農林漁業団体職員、地

域住民等の多様な人材の活用策等を記入するとともに、実施体制がわかる

体系図等があれば添付する。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

4月に管内全体で行われる安全講習会を受講したものを実施隊員として任命し

ている。 

豊丘村有害鳥獣駆除対策協議会が中心となり、対策を推進していくが、各種団体や、

自治会等においても積極的な参加を促し、集団での取組を進めていく。 

（注） 将来的な被害防止対策の実施体制の維持・強化の方針その他被害防止施策

の実施体制に関する事項（地域の被害対策を企画・立案する者の育成・確保

や現場での対策を実施する者の知識・技術の向上等の被害対策に関する人材

育成の取組を含む。）について記入する。 
 
10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

南信州野生鳥獣被害対策チームと連携した「野生動物の生態、被害対策」などの

普及活動（地元説明会、現地調査）を被害集落で行い、集落ぐるみの具体的な行動

を促す。 
また、近隣市町村との合同駆除を実施し、村境付近での被害防止に取り組む。 

（注） 近隣市町村と連携した広域的な被害防止対策等その他被害防止施策の実施

に関し必要な事項について記入する。 


